《みんな　元気 (げんき)に　「わかった！」「できた！」》　　　　　　　　祝 (しゅく)！創立 (そうりつ)９０周年 (しゅうねん)！
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 (
「
うんえい
運営
に
かん
関
する
けいかく
計画
」の
ちゅうかん
中間
ひょうか
評価
を
おこな
行
いました
)



○　４～５月 (がつ)に策定 (さくてい)した、「運営 (うんえい)に関 (かん)する計画 (けいかく)」（今年度 (こんねんど)の本校 (ほんこう)の教育 (きょういく)実践 (じっせん)の目標 (もくひょう)）、その中間 (ちゅうかん)評価 (ひょうか)を行 (おこな)いました。また、１１月１６日（月）に第 (だい)２回 (かい)学校協 (がっこうきょう)議会 (ぎかい)を開 (かい)催 (さい)し、委員 (いいん)の皆 (みな)さんにご意見 (いけん)をいただくとともに承認 (しょうにん)されました。中間 (ちゅうかん)評価 (ひょうか)の概要 (がいよう)をお知 (し)らせいたします。
なお、今年度 (こんねんど)は３年間 (ねんかん)の中期 (ちゅうき)目標 (もくひょう)の最後 (さいご)の年 (とし)のため、中期 (ちゅうき)目標 (もくひょう)と年度 (ねんど)目標 (もくひょう)がほぼ同 (おな)じのものとなります。そのため年度 (ねんど)目標 (もくひょう)の評価 (ひょうか)が中期 (ちゅうき)目標 (もくひょう)の評価 (ひょうか)を兼 (か)ねます。また、視点 (してん)「学力 (がくりょく)の向上 (こうじょう)」については、３学期 (がっき)に実施 (じっし)する「しんだん」の結果 (けっか)をもとに評価 (ひょうか)しますので、中間 (ちゅうかん)評価 (ひょうか)は行 (おこな)っておりません。
詳細 (しょうさい)は、本校 (ほんこう)ホームページの「配布 (はいふ)文書 (ぶんしょ)・学校 (がっこう)評価 (ひょうか)」の欄 (らん)をご覧 (らん)ください）

【学力 (がくりょく)の向上 (こうじょう)】について
 (
○
げんじょう
現状
と
かだい
課題
　
　
・
がくりょく
学力
・
がくしゅう
学習
じょうきょう
状況
ちょうさ
調査
の
せいとうりつ
正答率
では、
おおさかし
大阪市
や
ぜんこく
全国
と
くら
比
べて
したまわ
下回
っている。
　
　
・
じぶん
自分
の
かんが
考
えや
いけん
意見
を
こう
交
りゅう
流
し
あ
合
える
じゅぎょう
授業
づくりを
すす
進
めている。
　
　
・
こんご
今後
、「
げんご
言語
かつどう
活動
」の
じゅうじつ
充実
を
はか
図
り、
しこうりょく
思考力
・
はんだんりょく
判断力
・
ひょうげんりょく
表現力
を
いくせい
育成
する。
・
がくしゅう
学習
しりょう
資料
の
くふう
工夫
・
さくせい
作成
、
たいけん
体験
てき
的
かつどう
活動
や「
ほんもの
本物
にふれる」
かつどう
活動
、
じしゅ
自主
がくしゅう
学習
の
じゅうじつ
充実
→　
きそ
基礎
きほん
基本
の
ていちゃく
定着
、
ちしき
知識
や
ぎのう
技能
の
しゅう
習
とく
得
と
かつよう
活用
とを
はか
図
る。
○
ちゅうき
中期
もくひょう
目標
・
ねんど
年度
もくひょう
目標
　・
こくごか
国語科
・
さんすうか
算数科
「しんだん」
…
おおさかし
大阪市
へいきん
平均
の８０％
いじょう
以上
の
せいとうりつ
正答率
のある
じどう
児童
を９割
いじょう
以上
にする。
　・アンケート…「（
こくごか
国語科
・
さんすうか
算数科
の）
じゅぎょう
授業
がわかりやすい」という
かいとう
回答
　　　　　　　　　
ほごしゃ
保護者
：８０％
いじょう
以上
　　
じどう
児童
：９０％
いじょう
以上
　・
ぜんこく
全国
がくりょく
学力
・
がくしゅう
学習
じょうきょう
状況
ちょうさ
調査
の
しつもんし
質問紙
ちょうさ
調査
で、
りか
理科
の
べんきょう
勉強
・
じゅぎょう
授業
が「
す
好
き」「よく
わ
分
かる」と
こた
答
える
じどう
児童
の
わりあい
割合
を、
へいせい
平成
２４
ねんど
年度
より
こうじょう
向上
させる。
)













〔 目標 (もくひょう)達成 (たっせい)のための取組 (とりく)みについて 〕
 (
ひょうか
評価
Ｂ
) (
①
かくしゅ
各種
けんきゅう
研究
・
けんしゅう
研修
の
じゅうじつ
充実
について
げんご
言語
かつどう
活動
を
きばん
基盤
に、
おんがくか
音楽科
「
かしょう
歌唱
」の
けんきゅう
研究
を
ふか
深
め、
じどう
児童
の
ひょうげんりょく
表現力
を
たか
高
める。
)

　
　○　これまでの進 (すす)み具合 (ぐあい)
・予定 (よてい)通 (とお)り、歌唱 (かしょう)の研究 (けんきゅう)授業 (じゅぎょう)を行 (おこな)っていて、年度 (ねんど)末 (まつ)には達成 (たっせい)の予定 (よてい)です。
　　・歌唱 (かしょう)に力 (ちから)を入 (い)れることで歌 (うた)うことを楽 (たの)しむ児童 (じどう)が増 (ふ)えてきています。
　　・教員 (きょういん)の指導 (しどう)力 (りょく)向上 (こうじょう)のために、定期的 (ていきてき)に研修 (けんしゅう)会 (かい)（実技 (じつぎ)・討議 (とうぎ)会 (かい)後 (ご)）を行 (おこな)っています。
　　・音楽 (おんがく)集会 (しゅうかい)も定着 (ていちゃく)しはじめ、みんなで歌 (うた)う機会 (きかい)も増 (ふ)えてきているので、歌 (うた)うことの楽 (たの)しさや、自信 (じしん)にもつながりはじめています。
　○　今後 (こんご)の改善点 (かいぜんてん)
・音楽 (おんがく)科 (か)の学習 (がくしゅう)の時間 (じかん)以外 (いがい)にも歌唱 (かしょう)に関 (かん)わる取 (と)り組 (く)みをすすめていきます。
（後期 (こうき)はぐんぐんタイムにも取 (と)り入 (い)れていきます）
・さらに指導 (しどう)力 (りょく)を向上 (こうじょう)させるため、研修 (けんしゅう)会 (かい)を定期的 (ていきてき)に行 (おこな)います。
　　　（オルガンの使用 (しよう)の仕方 (しかた)、ＩＣＴを活用 (かつよう)した指導 (しどう)方法 (ほうほう)なども含 (ふく)めます）

 (
ひょうか
評価
Ｂ
) (
②
きょういく
教育
かんきょう
環境
の
せいび
整備
お
落
ち
ち
着
いた
ふん
雰
い
囲
き
気
の
なか
中
で
がくしゅう
学習
し、
たっせい
達成
かん
感
を
かん
感
じ
と
取
ることができるよう、
がくしゅう
学習
かんきょう
環境
のユニバーサル
か
化
を
はか
図
り、
インクルーシブ
きょういく
教育
を
すいしん
推進
する。
→　
)



○　これまでの進 (すす)み具合 (ぐあい)
・教室 (きょうしつ)や校内 (こうない)の掲示物 (けいじぶつ)の工夫 (くふう)をし、どの児童 (じどう)にもわかりやすい環境 (かんきょう)整備 (せいび)に努 (つと)めています。
（ＩＣＴやイラストなどで伝 (つた)えたり、教室 (きょうしつ)前面 (ぜんめん)の掲示物 (けいじぶつ)を最小限 (さいしょうげん)に抑 (おさ)えたりしています。）
・視覚的 (しかくてき)な表示 (ひょうじ)を多 (おお)く取 (と)り入 (い)れ、誰 (だれ)もが一目 (ひとめ)でわかる工夫 (くふう)に取 (と)り組 (く)んでいます。
・気持 (きも)ちが切 (き)り替 (か)えられるクーリングダウンの教室 (きょうしつ)を配備 (はいび)、児童 (じどう)一人 (ひとり)一人 (ひとり)に応 (おう)じた支援 (しえん)の方法 (ほうほう)を教職員 (きょうしょくいん)で話 (はな)し合 (あ)って進 (すす)めています。
　○　今後 (こんご)の改善点 (かいぜんてん)
・学習 (がくしゅう)環境 (かんきょう)のユニバーサル化 (か)について、教職員 (きょうしょくいん)がどのような工夫 (くふう)をしているのか、紹介 (しょうかい)し合 (あ)ったり、共通 (きょうつう)理解 (りかい)を図 (はか)る機会 (きかい)をもうけたりします。
・校内 (こうない)で研修 (けんしゅう)会 (かい)を開 (ひら)いたり、他 (ほか)で行 (おこな)われる研修 (けんしゅう)会 (かい)に参加 (さんか)したりして、教職員 (きょうしょくいん)がユニバーサル化 (か)や、インクルーシブ教育 (きょういく)についての理解 (りかい)を深 (ふか)めるようにします。
・最終 (さいしゅう)評価 (ひょうか)に向 (む)けて、年度 (ねんど)末 (まつ)アンケートで８０％以上 (いじょう)にするにはどのような手立 (てだ)てがあるのかを考 (かんが)えます。

 (
ひょうか
評価
Ｂ
) (
〈
げんご
言語
りょく
力
や
ろんりてき
論理的
しこう
思考
りょく
力
〉
　
じどう
児童
の
げんご
言語
りょく
力
や
ろんりてき
論理的
しこう
思考
りょく
力
を
たか
高
める
ために、
がっこう
学校
と
図
しょ
書
かん
館
の
かんきょう
環境
せいび
整備
を
おこな
行
い、
と
図
しょ
書
かつよう
活用
の
じゅうじつ
充実
を
はか
図
る。
)



　○　これまでの進 (すす)み具合 (ぐあい)
・図書 (としょ)室 (しつ)の環境 (かんきょう)整備 (せいび)を行 (おこな)っています。レイアウトがとてもわかりやすく、児童 (じどう)だけで本 (ほん)が見 (み)つけやすくなりました。
[image: ]・公立 (こうりつ)図書館 (としょかん)から本 (ほん)を取 (と)り寄 (よ)せて調 (しら)べ学習 (がくしゅう)や、読書 (どくしょ)の時間 (じかん)に活用 (かつよう)しています。
・毎朝 (まいあさ)、読書 (どくしょ)タイムや読 (よ)み聞 (き)かせをして、読書 (どくしょ)の時間 (じかん)を確保 (かくほ)し、
本 (ほん)に親 (した)しみを持 (も)たせられるようにしています。
　○　今後 (こんご)の改善点 (かいぜんてん)
・学校 (がっこう)図 (と)書館 (しょかん)の本 (ほん)の冊数 (さっすう)を数年 (すうねん)計画 (けいかく)で増 (ふ)やしていくようにします。
・調 (しら)べ学習 (がくしゅう)で活用 (かつよう)する機 (き)会 (かい)を定期的 (ていきてき)に設 (もう)けていくようにします。

 (
ひょうか
評価
Ｂ
) (
〈ＩＣＴを
かつよう
活用
した
きょういく
教育
の
すいしん
推進
〉
ＩＣＴを
かく
各
きょうか
教科
の
がくしゅう
学習
かつどう
活動
に
こうかてき
効果的
に
かつよう
活用
し
じゅぎょう
授業
を
じっせん
実践
する。
　
※ＩＣＴ…Information and Communication Technology（
じょうほう
情報
つうしん
通信
ぎじゅつ
技術
）
)


　○　これまでの進 (すす)み具合 (ぐあい)
・デジタル教科 (きょうか)書 (しょ)や、書画 (しょが)カメラを使 (つか)って指導 (しどう)しています。視覚的 (しかくてき)な理解 (りかい)が深 (ふか)められて
います。
・ＩＣＴを使用 (しよう)することで、具体物 (ぐたいぶつ)の操作 (そうさ)を簡 (かん)単 (たん)に行 (おこな)うことができています。
・児童 (じどう)が学習 (がくしゅう)の振 (ふ)り返 (がえ)りを発表 (はっぴょう)するときに使 (つか)っています。わかりやすくすすめることができています。
　○　今後 (こんご)の改善点 (かいぜんてん)
　　・プロジェクターや書画 (しょが)カメラの、より効果的 (こうかてき)な活用 (かつよう)の仕方 (しかた)を研修 (けんしゅう)します。

 (
○
げんじょう
現状
と
か
課
だい
題
・
じそん
自尊
かんじょう
感情
の
ひく
低
い
じどう
児童
を
ちゅうしん
中心
に、
ひとりひとり
一人一人
に
かん
関
する
ためんてき
多面的
な
りかい
理解
をさらに
すす
進
め
る。
・
けいかく
計画
に
もと
基
づいて、
じんけん
人権
きょういく
教育
の
すいしん
推進
に
つと
努
め
、
ほごしゃ
保護者
・
ちいき
地域
と
れんけい
連携
しながら
せいこう
成功
たいけん
体験
を
つ
積
み
かさ
重
ねていく。
・
どりょく
努力
や
けっか
結果
を
たしゃ
他者
から
みと
認
められ、
じそん
自尊
かんじょう
感情
を
たか
高
めることができる
ようにする。
○
ちゅうき
中期
もくひょう
目標
・
ねんど
年度
もくひょう
目標
　・アンケート…
「
じぶん
自分
のこと
が
すき」「
ちが
違
い
を
みと
認
めあうことは
たいせつ
大切
」
を90％
いじょう
以上
　・
ちこく
遅刻
する
じどう
児童
の
わりあい
割合
を、
さくねんど
昨年度
より
げんしょう
減少
させる。
)【 (（)道徳 (どうとく)心 (しん)・社会性 (しゃかいせい)の育成 (いくせい)】 (）)について









〔 目標 (もくひょう)達成 (たっせい)のための取組 (とりく)みについて 〕
 (
ひょうか
評価
Ｂ
) (
〈
じんけん
人権
を
そんちょう
尊重
する
きょういく
教育
の
すいしん
推進
〉
「ひと・もの・こと」と
で
出
あ
会
い、
ゆた
豊
かな
かんせい
感性
、
ちが
違
いを
みと
認
め
あ
合
い、
じんけん
人権
を
たいせつ
大切
にして
こうどう
行動
できる
たいど
態度
を
やしな
養
う。
)



○　これまでの進 (すす)み具合 (ぐあい)
人権 (じんけん)総合 (そうごう)学習 (がくしゅう)年間 (ねんかん)計画 (けいかく)に沿 (そ)って１、２学期 (がっき)と地域 (ちいき)・関係 (かんけい)諸機関 (しょきかん)と連携 (れんけい)しながら交流 (こうりゅう)や見学 (けんがく)、ゲストティーチャーを招 (まね)いての実践 (じっせん)を通 (とお)して、多 (おお)くの人 (ひと)と関 (かか)わることで豊 (ゆた)かな人権 (じんけん)感覚 (かんかく)を育 (はぐく)むことができるように推進 (すいしん)しています。
障 (しょう)がいのある方 (かた)との交流 (こうりゅう)や車 (くるま)いす体験 (たいけん)等 (とう)の実際 (じっさい)の経験 (けいけん)を通 (とお)して、色々 (いろいろ)な状況 (じょうきょう)におかれている方 (かた)の生活 (せいかつ)や思 (おも)いについて考 (かんが)えることはできてきましたが、お互 (たが)いの違 (ちが)いを認 (みと)め合 (あ)うには今後 (こんご)も継続 (けいぞく)した指導 (しどう)が必要 (ひつよう)であると考 (かんが)えます。
Ｑ－Ｕについては、１学期 (がっき)に実施 (じっし)し、実施 (じっし)方法 (ほうほう)から分析 (ぶんせき)方法 (ほうほう)に至るまでの研修 (けんしゅう)を行 (おこな)いま
した。学級 (がっきゅう)集団 (しゅうだん)だけでなく、集団 (しゅうだん)における個々 (ここ)の関係 (かんけい)等も分析 (ぶんせき)することで、クラス運営 (うんえい)の
一 (ひと)つの指標 (しひょう)とするとともに、担任 (たんにん)・担当 (たんとう)で配慮 (はいりょ)が必要 (ひつよう)な子 (こ)どもへのケアや対応 (たいおう)についても
話 (はな)し合 (あ)いました。３学期 (がっき)にはもう一度 (いちど)実施 (じっし)し、これまでの取 (と)り組 (く)みを振 (ふ)り返 (かえ)るとともに次 (じ)
年度 (ねんど)に向 (む)けて引 (ひ)き継 (つ)ぎの機 (き)会 (かい)をもつ予定 (よてい)です。
　○　今後 (こんご)の改善点 (かいぜんてん)
小規模 (しょうきぼ)校 (こう)ゆえに、より多 (おお)くの人 (ひと)との出 (で)会 (あ)いを大切 (たいせつ)にする意味 (いみ)でも、引 (ひ)き続 (つづ)き様々 (さまざま)な体験 (たいけん)活動 (かつどう)を計画 (けいかく)していくとともに、子 (こ)どもの実態 (じったい)に即 (そく)した学習 (がくしゅう)計画 (けいかく)に見直 (みなお)していく必要 (ひつよう)があります。加 (くわ)えて、学習 (がくしゅう)した内容 (ないよう)が日常 (にちじょう)生活 (せいかつ)に活 (い)かしていけるような取 (と)り組 (く)みを今後 (こんご)も重 (かさ)ねていきます。
Ｑ－Ｕにおいては、１学期 (がっき)の結果 (けっか)を分析 (ぶんせき)して、どういう手 (て)だてがあり、それ以降 (いこう)の集団 (しゅうだん)育成 (いくせい)にどう活 (い)かされたかを振 (ふ)り返 (かえ)り、次回 (じかい)の結果 (けっか)と比較 (ひかく)・分析 (ぶんせき)することで更 (さら)に集団 (しゅうだん)として高 (たか)めていこうと考 (かんが)えています。また、学校 (がっこう)全体 (ぜんたい)で取 (と)り組 (く)んでいくために、それぞれの学級 (がっきゅう)だけでなく、全体 (ぜんたい)としてどういう方 (かた)向で集団 (しゅうだん)を育てていくのかを共通 (きょうつう)理解 (りかい)して取 (と)り組 (く)んでいきたいと考 (かんが)えています。
 (
〈
がっこう
学校
・
かてい
家庭
・
ちいき
地域
の
れんけい
連携
の
すいしん
推進
〉
ちこくぎみ
遅刻気味
の
じどう
児童
への
しえん
支援
、
かてい
家庭
への
れんらく
連絡
、
ほごしゃ
保護者
への
きょうりょく
協力
の
ようせい
要請
などを
おこな
行
う。
) (
ひょうか
評価
Ｂ
)



○　これまでの進 (すす)み具合 (ぐあい)
子 (こ)どもだけでなく、家庭 (かてい)とも連携 (れんけい)しながら遅刻 (ちこく)の改善 (かいぜん)に向 (む)けて取 (と)り組 (く)んでいます。
学級 (がっきゅう)においても、「時間 (じかん)を守 (まも)ることの大切 (たいせつ)さ」や「できることは自分 (じぶん)ですること」を伝 (つた)えてきた結果 (けっか)もあり、遅刻 (ちこく)の数 (かず)は減少 (げんしょう)していまする。しかし、遅刻 (ちこく)する子 (こ)どもが固定 (こてい)化 (か)しつつあるので、引 (ひ)き続 (つづ)き家庭 (かてい)と連携 (れんけい)しながら継続 (けいぞく)した指導 (しどう)・啓発 (けいはつ)が必要 (ひつよう)です。
○　今後 (こんご)の改善点 (かいぜんてん)
 (
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)　　　子 (こ)どもの指導 (しどう)だけでなく、保護者 (ほごしゃ)とも連携 (れんけい)しながら遅刻 (ちこく)を減 (へ)らしていけるように、継続 (けいぞく)して指導 (しどう)・啓発 (けいはつ)に努 (つと)めていきます。
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○　これまでの進 (すす)み具合 (ぐあい)
年間 (ねんかん)の計画 (けいかく)に基 (もと)づいて、火災 (かさい)、台風 (たいふう)を想定 (そうてい)した避難 (ひなん)訓練 (くんれん)を実施 (じっし)しました。
地域 (ちいき)・保護者 (ほごしゃ)・関 (かん)係 (けい)諸機 (しょき)関 (かん)も含 (ふく)めて地震 (じしん)・津波 (つなみ)に対 (たい)する避難 (ひなん)訓練 (くんれん)を実施 (じっし)しました。子 (こ)どもだけでなく、保護者 (ほごしゃ)や地域 (ちいき)にも災害 (さいがい)に対 (たい)する意識 (いしき)は少 (すこ)しずつ高 (たか)まってきています。雨天 (うてん)決 (けっ)行 (こう)で訓練 (くんれん)を実施 (じっし)したことは、色々 (いろいろ)な状況 (じょうきょう)下 (か)での訓練 (くんれん)の必要 (ひつよう)性 (せい)を考 (こう)慮 (りょ)しても意味 (いみ)のある内容 (ないよう)となりました。

○　今後 (こんご)の改善点 (かいぜんてん)
引 (ひ)き続 (つづ)き安全 (あんぜん)への意識 (いしき)や緊急 (きんきゅう)時 (じ)の対 (たい)応 (おう)能 (のう)力 (りょく)を高 (たか)めていけるよう、計画 (けいかく)的に実施 (じっし)していくとともに、各 (かく)学年 (がくねん)に応 (おう)じた防犯 (ぼうはん)教育 (きょういく)や、教職員 (きょうしょくいん)の「不審者 (ふしんしゃ)対 (たい)応 (おう)」研修 (けんしゅう)等 (とう)も検討 (けんとう)していく必要 (ひつよう)があると思 (おも)います。また、緊急 (きんきゅう)時 (じ)の避難 (ひなん)につなげるためにも、日常 (にちじょう)的 (てき)に廊下 (ろうか)階段 (かいだん)の歩行 (ほこう)方法 (ほうほう)や登 (とう)下校 (げこう)の帽子 (ぼうし)の着用 (ちゃくよう)等 (とう)、継続 (けいぞく)して指導 (しどう)を行 (おこな)い安全 (あんぜん)に対 (たい)する意識 (いしき)を高 (たか)めていきます。
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○　これまでの進 (すす)み具合 (ぐあい)
休 (やす)み時間 (じかん)に運動場 (うんどうじょう)で遊 (あそ)び体 (からだ)を動 (うご)かす児童 (じどう)は多 (おお)くみられます。しかし、外 (そと)で遊 (あそ)ぶ児童 (じどう)は固 (こ)　
　　定 (てい)化 (か)されている傾向 (けいこう)にあります。
体育 (たいいく)の学習 (がくしゅう)のはじめに５分間走 (ふんかんそう)やサーキットトレーニングを取 (と)り入 (い)れたり、体育 (たいいく)カー
ドを用 (もち)いたりして、児童 (じどう)が意欲 (いよく)を持 (も)って活動 (かつどう)できるように工夫 (くふう)して、体力 (たいりょく)向上 (こうじょう)に努 (つと)めています。しかし、まだ十分 (じゅうぶん)とはいえません。

○　今後 (こんご)の改善点 (かいぜんてん)
　　　休 (やす)み時間 (じかん)、運動場 (うんどうじょう)へ出 (で)ない児童 (じどう)への声 (こえ)かけや手立 (てだ)ての工夫 (くふう)が必要 (ひつよう)です。
　　　後期 (こうき)は、なわとびやかけ足 (あし)など体育 (たいいく)カードを活用 (かつよう)し、体力 (たいりょく)向上 (こうじょう)に努 (つと)めます。
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○　これまでの進 (すす)み具合 (ぐあい)
学校 (がっこう)生活 (せいかつ)の様々 (さまざま)な場面 (ばめん)で機会 (きかい)を設 (もう)け、「早寝 (はやね)・早起 (はやお)き・朝 (あさ)ごはん」の啓発 (けいはつ)に努 (つと)めています。「早起 (はやお)き・朝 (あさ)ごはん」については成果 (せいか)が出 (で)てきていますが「早寝 (はやね)」には課題 (かだい)があります。

○　今後 (こんご)の改善点 (かいぜんてん)
　　　家庭 (かてい)・PTAと連携 (れんけい)を強 (つよ)くしながら、今後 (こんご)も継続 (けいぞく)的 (てき)に児童 (じどう)に啓発 (けいはつ)・指導 (しどう)していきます。
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文部科学省 (もんぶかがくしょう)による「全国 (ぜんこく)学力 (がくりょく)・学習 (がくしゅう)状況 (じょうきょう)調査 (ちょうさ)」について、２０１５（平成２７）年４月２１日（火）に、６年生 (ねんせい)を対象 (たいしょう)として、「教科 (きょうか)（国語 (こくご)・算数 (さんすう)・理科 (りか)）に関 (かん)する調査 (ちょうさ)」と「児童 (じどう)質問 (しつもん)紙 (し)調査 (ちょうさ)」を実施 (じっし)しました。
大阪市 (おおさかし)教育 (きょういく)委員 (いいん)会 (かい)では、保護者 (ほごしゃ)や地域 (ちいき)の皆様 (みなさま)等 (とう)に説明 (せつめい)責任 (せきにん)を果 (は)たすとともに、より一層 (いっそう)教育 (きょういく)に関心 (かんしん)をお持 (も)ちいただき、教育 (きょういく)活動 (かつどう)にご協力 (きょうりょく)いただくため、各 (かく)学校 (がっこう)が調査 (ちょうさ)結果 (けっか)や調査 (ちょうさ)結果 (けっか)から明 (あき)らかになった現状 (げんじょう)等 (とう)について公表 (こうひょう)するものとしています。
本校 (ほんこう)でも、調査 (ちょうさ)結果 (けっか)の分析 (ぶんせき)を行 (おこな)い、これまでの成果 (せいか)や今後 (こんご)取 (と)り組 (く)むべき課題 (かだい)について明 (あき)らかにしてまいりましたので、本市 (ほんし)教育 (きょういく)委員 (いいん)会 (かい)の方針 (ほうしん)に則 (のっと)り公表 (こうひょう)いたします。

なお、本 (ほん)調査 (ちょうさ)により測定 (そくてい)できるのは、学 (がく)力 (りょく)の特定 (とくてい)の一部分 (いちぶぶん)であり、学校 (がっこう)における教育 (きょういく)活動 (かつどう)の一 (いち)側面 (そくめん)に過 (す)ぎません。本校 (ほんこう)では、他 (ほか)の教科 (きょうか)も含 (ふく)め、総合 (そうごう)的 (てき)に子 (こ)どもの学力 (がくりょく)向上 (こうじょう)をめざしています。学校 (がっこう)の現状 (げんじょう)や取組 (とりくみ)の参考 (さんこう)にしていただきたいと思 (おも)います。

１　調査 (ちょうさ)の目的 (もくてき)
　(1) 義務 (ぎむ)教育 (きょういく)の機会 (きかい)均等 (きんとう)とその水準 (すいじゅん)向上 (こうじょう)の観点 (かんてん)から、児童 (じどう)の学力 (がくりょく)や学習 (がくしゅう)状況 (じょうきょう)を継続 (けいぞく)的に把握 (はあく)・分析 (ぶんせき)し、教育 (きょういく)施策 (しさく)の成果 (せいか)と課題 (かだい)を検 (けん)証 (しょう)し、その改善 (かいぜん)を図 (はか)る。
　(2) 学校 (がっこう)における児童 (じどう)への教育 (きょういく)指導 (しどう)の充実 (じゅうじつ)や学習 (がくしゅう)状況 (じょうきょう)の改善 (かいぜん)等 (とう)に役立 (やくだ)てる。
  (3) 以上 (いじょう)のような取組 (とりくみ)を通 (つう)じて、教育 (きょういく)に関 (かん)する継続 (けいぞく)的 (てき)な検証 (けんしょう)改善 (かいぜん)サイクルを確立 (かくりつ)する。

２　調査 (ちょうさ)内容 (ないよう)
  (1) 教科 (きょうか)に関 (かん)する調査 (ちょうさ)（国語 (こくご)、算数 (さんすう)、理科 (りか)）
・  主 (しゅ)として「知識 (ちしき)」に関 (かん)する問題 (もんだい)（Ａ問題 (もんだい)）
・  主として「活用 (かつよう)」に関 (かん)する問題 (もんだい)（Ｂ問題 (もんだい)）
　　　※　理科 (りか)については、主 (しゅ)として「知識 (ちしき)」に関 (かん)する問題 (もんだい)と主 (しゅ)として「活用 (かつよう)」に関 (かん)する問題 (もんだい)を一体的 (いったいてき)に出題 (しゅつだい)
　(2) 質問 (しつもん)紙 (し)調査 (ちょうさ)
    ・ 児童 (じどう)に対 (たい)する調査 (ちょうさ)    ・ 学校 (がっこう)に対 (たい)する調査 (ちょうさ)

３　調査 (ちょうさ)の対象 (たいしょう)
国 (こく)・公 (こう)・私立 (しりつ)学校 (がっこう)の小 (しょう)学校 (がっこう)第 (だい)６学年 (がくねん)の原則 (げんそく)として全 (ぜん)児童 (じどう)　本校 (ほんこう)では第 (だい)６学年 (がくねん)１０名 (めい)

４　調査 (ちょうさ)の結果 (けっか)
【 結果 (けっか)の概要 (がいよう) 】
○　本校 (ほんこう)の平均 (へいきん)正答率 (せいとうりつ)は、国語 (こくご)Ａ・国語 (こくご)Ｂ・算数 (さんすう)Ａ・算数 (さんすう)Ｂ・理科 (りか)ともに、全国 (ぜんこく)・大阪市 (おおさかし)平均 (へいきん)を下回 (したまわ)りました。

○　ここ２～３年 (ねん)の結果 (けっか)を見ると、言語 (げんご)活動 (かつどう)の充実 (じゅうじつ)を中心 (ちゅうしん)とした、国語 (こくご)・算数 (さんすう)の授業 (じゅぎょう)改革 (かいかく)の効果 (こうか)が徐々 (じょじょ)に現 (あらわ)れてきたと考 (かんが)えられます。
【国語 (こくご)Ａ】
　○　「書 (か)くこと」の正答率 (せいとうりつ)は、全国 (ぜんこく)平均 (へいきん)を上回っています。

　○　「話 (はな)すこと・聞 (き)くこと」、「読 (よ)むこと」、「伝統的 (でんとうてき)な言語 (げんご)文 (ぶん)化 (か)と国語 (こくご)の特質 (とくしつ)に関 (かん)する事項 (じこう)」の正答率 (せいとうりつ)は、全国 (ぜんこく)平均 (へいきん)を下回 (したまわ)っていました。特 (とく)に、「話 (はな)すこと・聞くこと」は課題 (かだい)が見られました。

【国語 (こくご)Ｂ】
　○　「話 (はな)すこと・聞くこと」、「伝統的 (でんとうてき)な言語 (げんご)文 (ぶん)化 (か)と国語 (こくご)の特質 (とくしつ)に関 (かん)する事項 (じこう)」にあたる設問 (せつもん)　
　　はありませんでした。

　○　「書 (か)くこと」、「読 (よ)むこと」の正答率 (せいとうりつ)は、全国 (ぜんこく)平均 (へいきん)よりも下回 (したまわ)っています。特 (とく)に、国語 (こくご)Ａでは全国 (ぜんこく)平均 (へいきん)を上回 (うわまわ)っている、「書 (か)くこと」に課題 (かだい)が見られました。

【算数 (さんすう)Ａ】
　○　「数量 (すうりょう)関係 (かんけい)」の正答率 (せいとうりつ)は全国 (ぜんこく)平均 (へいきん)を上回 (うわまわ)っていました。また、「図形 (ずけい)」の正答率 (せいとうりつ)は全国 (ぜんこく)平均 (へいきん)に迫 (せま)っていました。

　○　「数 (すう)と計算 (けいさん)」「量 (りょう)と測定 (そくてい)」には課題 (かだい)が見 (み)られました。

【算数 (さんすう)Ｂ】
　○　全領域 (ぜんりょういき)で課題 (かだい)が見られましたが、特 (とく)に「量 (りょう)と測定 (そくてい)」は算数 (さんすう)Ａ・Ｂともに課題 (かだい)が見 (み)られました。また、算数 (さんすう)Ｂでは無回答率 (むかいとうりつ)が高 (たか)く、知識 (ちしき)の活用 (かつよう)に不十分 (じゅうぶん)さが見 (み)られました。

【理科 (りか)】
　○　全領域 (ぜんりょういき)で課題 (かだい)が見 (み)られ、さらに理科 (りか)教育 (きょういく)の推進 (すいしん)の必要 (ひつよう)性 (せい)があります。

【児童 (じどう)質問 (しつもん)紙 (し)】
　○　家庭 (かてい)での生活 (せいかつ)について
　　・　朝食 (ちょうしょく)の摂取率 (せっしゅりつ)は、全国 (ぜんこく)・大阪市 (おおさかし)平均 (へいきん)と大 (おお)きく変 (か)わりません。
　　・　「毎日 (まいにち)、同 (おな)じぐらいの時刻 (じこく)に起 (お)きる」という習慣 (しゅうかん)は、全国 (ぜんこく)・大阪市 (おおさかし)平均 (へいきん)と比 (くら)べて下回 (したまわ)っています。
　　・　月 (げつ)～金曜日 (きんようび)に、テレビゲーム（コンピュータゲーム、携帯 (けいたい)式 (しき)のゲーム、携帯 (けいたい)電話 (でんわ)やスマートフォンのゲームを含 (ふく)む）を3時間 (じかん)以上 (いじょう)している児童 (じどう)の割合 (わりあい)が、大阪市 (おおさかし)・全国 (ぜんこく)平均 (へいきん)の2倍以上になっています。
　　・　月 (げつ)～金曜日 (きんようび)に、携帯 (けいたい)電話 (でんわ)やスマートフォンで通話 (つうわ)やメール、インターネットを2時間 (じかん)以上 (いじょう)している児童 (じどう)の割合 (わりあい)が大阪市 (おおさかし)・全国 (ぜんこく)平均 (へいきん)の２倍 (ばい)以上 (いじょう)になっていました。
　　・　「新聞 (しんぶん)を読 (よ)んでいますか」と言 (い)う質問 (しつもん)に対 (たい)しては、多 (おお)くの児童 (じどう)が「ほとんど、または、全 (まった)く読 (よ)まない」と回答 (かいとう)しました。


　○　家庭 (かてい)での学習 (がくしゅう)について
　　・　「学校 (がっこう)の授業 (じゅぎょう)時間 (じかん)以外 (いがい)に、普段 (ふだん)（月 (げつ)～金曜日 (きんようび)）、１日 (にち)当 (あ)たりどれくらいの時間 (じかん)、勉強 (べんきょう)をしますか（学習 (がくしゅう)塾 (じゅく)で勉強 (べんきょう)している時間 (じかん)や家庭 (かてい)教師 (きょうし)に教 (おそ)わっている時間 (じかん)も含 (ふく)む）」という質問 (しつもん)に対 (たい)して、1時間 (じかん)以上 (いじょう)しているという回答 (かいとう)の割合 (わりあい)が大阪市 (おおさかし)及び全国 (ぜんこく)の結果 (けっか)よりも下回 (したまわ)っていました。
　　・　「土 (ど)曜日 (ようび)や日 (にち)曜日 (ようび)など学校 (がっこう)が休 (やす)みの日 (ひ)に、１日 (にち)当 (あ)たりどれくらいの時間 (じかん)、勉強 (べんきょう)をしますか（学習 (がくしゅう)塾 (じゅく)で勉強 (べんきょう)している時間 (じかん)や家庭 (かてい)教師 (きょうし)に教 (おそ)わっている時間 (じかん)も含 (ふく)む）」という質問 (しつもん)に対 (たい)して、1時間 (じかん)以上 (いじょう)しているという回答 (かいとう)の割合 (わりあい)が、大阪市 (おおさかし)及び全国 (ぜんこく)の結果 (けっか)よりも下回 (したまわ)っていました。
　　・　「学習 (がくしゅう)塾 (じゅく)（家庭 (かてい)教師 (きょうし)を含む）で勉強 (べんきょう)をしていますか」という質問 (しつもん)に対 (たい)しては、ほとんどの児童 (じどう)が「学習 (がくしゅう)塾 (じゅく)に通 (かよ)っていない」という回答 (かいとう)でした。
　　・　「家 (いえ)で、自分 (じぶん)で計画 (けいかく)を立てて勉強 (べんきょう)をしていますか」という質問 (しつもん)に対 (たい)して、肯定的 (こうていてき)な回答 (かいとう)をした児童 (じどう)は大阪市 (おおさかし)及び全国 (ぜんこく)の結果 (けっか)よりも下回 (したまわ)っていました。
　
○　自尊 (じそん)感情 (かんじょう)について
　　・　「難 (むずか)しいことでも、失敗 (しっぱい)を恐 (おそ)れないで挑戦 (ちょうせん)していますか」という質問 (しつもん)に
[image: ]対 (たい)して、肯定的 (こうていてき)な回答 (かいとう)と否定的 (ひていてき)な回答 (かいとう)が、半々 (はんはん)に分かれました。
　　・　「将来 (しょうらい)の夢 (ゆめ)や目標 (もくひょう)を持 (も)っていますか」という質問 (しつもん)に対 (たい)して、肯定的 (こうていてき)な
回答 (かいとう)をした児童 (じどう)の割合 (わりあい)は、大阪市 (おおさかし)及 (およ)び全国 (ぜんこく)の結果 (けっか)よりも下回 (したまわ)っていまし
た。
　　・　「人 (ひと)の気持 (きも)ちが分 (わ)かる人間 (にんげん)になりたいと思 (おも)いますか」という質問 (しつもん)に対 (たい)
しては、全員 (ぜんいん)が肯定的 (こうていてき)な回答 (かいとう)でした。
　　・　「学校 (がっこう)のきまりを守 (まも)っていますか」という質問 (しつもん)に対 (たい)する肯定的 (こうていてき)な回答 (かいとう)は、
大阪市 (おおさかし)・全国 (ぜんこく)よりも下回 (したまわ)っていました。

【各 (かく)教科 (きょうか)と相 (そう)関 (かん)の強 (つよ)い質問 (しつもん)】
　○　各 (かく)教科 (きょうか)の平均 (へいきん)正答率 (せいとうりつ)と質問 (しつもん)紙 (し)の回答 (かいとう)をクロス分析 (ぶんせき)すると、家庭 (かてい)での生活 (せいかつ)との関係 (かんけい)で次 (つぎ)のようなことが分 (わ)かりました。
　　・　「難 (むずか)しいことでも、失敗 (しっぱい)を恐 (おそ)れないで挑戦 (ちょうせん)していますか」という質問 (しつもん)に対 (たい)して、肯定的 (こうていてき)な回答 (かいとう)をした児童 (じどう)の方 (ほう)が、「国語 (こくご)Ｂ」の平均 (へいきん)正答率 (せいとうりつ)が高 (たか)い。
　　・　「学校 (がっこう)の授業 (じゅぎょう)時間 (じかん)以外 (いがい)に、普段 (ふだん)（月 (げつ)～金曜日 (きんようび)）、１日 (にち)当 (あ)たりどれくらいの時間 (じかん)、読書 (どくしょ)をしますか（教科書 (きょうかしょ)や参考書 (さんこうしょ)、漫画 (まんが)や雑誌 (ざっし)は除 (のぞ)く）」と言 (い)う質問 (しつもん)に対 (たい)して、読書 (どくしょ)時間 (じかん)が長 (なが)いほど、「算数 (さんすう)Ａ」「算数 (さんすう)Ｂ」の平均 (へいきん)正答率 (せいとうりつ)が高 (たか)い。
　　・　「学校 (がっこう)の授業 (じゅぎょう)時間 (じかん)以外 (いがい)に、普段 (ふだん)（月 (げつ)～金曜日 (きんようび)）、１日 (にち)当 (あ)たりどれくらいの時間 (じかん)、勉強 (べんきょう)
をしますか（学習 (がくしゅう)塾 (じゅく)で勉強 (べんきょう)している時間 (じかん)や家庭 (かてい)教師 (きょうし)に教 (おそ)わっている時間 (じかん)も含 (ふく)む）」と
いう質問 (しつもん)や「土 (ど)曜日 (ようび)や日 (にち)曜日 (ようび)など学校 (がっこう)が休 (やす)みの日 (ひ)に、１日 (にち)当 (あ)たりどれくらいの時間 (じかん)、勉強 (べんきょう)
[image: C:\Users\gkf518437\AppData\Local\Microsoft\Windows\Temporary Internet Files\Content.IE5\7CTUKYG4\lgi01e201405230800[1].jpg]をしますか（学習 (がくしゅう)塾 (じゅく)で勉強 (べんきょう)している時間 (じかん)や家庭 (かてい)教師 (きょうし)に教 (おそ)わっている時間 (じかん)も含 (ふく)む）」という質問 (しつもん)に対 (たい)して、学習 (がくしゅう)時間 (じかん)が長 (なが)いほど「算数 (さんすう)Ｂ」の
平均 (へいきん)正答率 (せいとうりつ)が高 (たか)い。
　　・　「読書 (どくしょ)は好 (す)きですか」と言 (い)う質問 (しつもん)に対 (たい)して、肯定 (こうてい)
的 (てき)な回答 (かいとう)をした児童 (じどう)ほど平均 (へいきん)正答率 (せいとうりつ)は高 (たか)い。
５　今後 (こんご)の取組 (とりくみ)

○　「読 (よ)む」力 (ちから)の育成 (いくせい)…学校 (がっこう)図書館 (としょかん)の環境 (かんきょう)整備 (せいび)と読書活動 (どくしょかつどう)の活性化 (かっせいか)に努 (つと)めます。読 (よ)んだ内容 (ないよう)が理解 (りかい)できるよう指導 (しどう)していきます。

○　「話 (はな)す」・「聞 (き)く」力 (ちから)の育成 (いくせい)
・　「話 (はな)す」・「聞 (き)く」意欲 (いよく)づくり…一人一人 (ひとりひとり)が、「話 (はな)したい」、「聞 (き)きたい」と思 (おも)えるような、学級 (がっきゅう)集団 (しゅうだん)や異年齢 (いねんれい)集団 (しゅうだん)を作 (つく)っていきます。（Q－Uの効果的 (こうかてき)活用 (かつよう)）
・　「聞 (き)く」姿勢 (しせい)づくり…Pintoクッションを引 (ひ)き続 (つづ)き活用 (かつよう)します。体 (たい)幹 (かん)を鍛 (きた)え、正 (ただ)しい姿勢 (しせい)で座 (すわ)れるようになることをめざします。
・　「話 (はな)す」機会 (きかい)づくり…児童 (じどう)の発表 (はっぴょう)の場 (ば)を多 (おお)く設定 (せってい)するとともに、事前 (じぜん)の指導 (しどう)を充実 (じゅうじつ)させます。音楽科 (おんがくか)の研究 (けんきゅう)を通して、児童 (じどう)の表現 (ひょうげん)力 (りょく)の高揚 (こうよう)を図 (はか)ります。
・　「話 (はな)す」「聞 (き)く」活動 (かつどう)を通 (とお)して、その内容 (ないよう)理解 (りかい)が深 (ふか)まるような授 (じゅ)業 (ぎょう)づくりをさらに行 (おこな)っていきます。

○　「書 (か)く」力 (ちから)の育成 (いくせい)…各学級 (かくがっきゅう)で、自分 (じぶん)の考 (かんが)えや、身 (み)の周 (まわ)りのできごとを書 (か)くような取組 (とりくみ)を各教科 (かくきょうか)で展開 (てんかい)し、児童 (じどう)の書 (か)く力 (ちから)を高 (たか)めていきます。

○　人権 (じんけん)総合 (そうごう)学習 (がくしゅう)で学 (まな)んだことを、しっかりまとめる活動 (かつどう)を通 (とお)して、児童 (じどう)の書 (か)く力 (ちから)を高 (たか)めていきます。

○　算数科 (さんすうか)の基本 (きほん)問題 (もんだい)に多 (おお)く取組 (とりく)むとともに、「知識 (ちしき)の活用 (かつよう)」にあたる問題 (もんだい)などにも取組 (とりく)んでいくようにします。

○　ぐんぐんタイムの取組 (とりくみ)を充実 (じゅうじつ)させ、基礎 (きそ)・基本 (きほん)の学力 (がくりょく)の育成 (いくせい)に努 (つと)めます。

○　学校 (がっこう)だよりで家庭 (かてい)学習 (がくしゅう)の重要性 (じゅうようせい)の啓発 (けいはつ)に努 (つと)めます。

○　ＩＣＴの活用 (かつよう)をより進 (すす)めていき、考 (かんが)える授業 (じゅぎょう)、発見 (はっけん)する授業 (じゅぎょう)、わかる授業 (じゅぎょう)をつくっていきます。

[bookmark: _GoBack]○　教室 (きょうしつ)環境 (かんきょう)の「ユニバーサル化 (か)」をさらに進 (すす)め、子 (こ)ども一人一人 (ひとりひとり)に応 (おう)じた支援 (しえん)が行 (おこな)っていけることをめざして、取組 (とりく)んでいきます。
image3.png




image4.gif




image5.png




image6.jpeg




image1.emf

image2.gif




